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会派名 　　　
（下段は所属議員数）　

　議　案

自
由
ク
ラ
ブ

新
政
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

清

流

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

無

所

属

議

決

結

果
区分 番号 件　　　　名 概　　　　要 10 4 4 3 2 2 1

予算 議第21号 平成２４年度三条市一般会計補正予
算について

介護予防事業参加促進事業費等の追加
補正額	 １,５３２万円
補正後の額	 ４９３億１,１６８万９,０００円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

専決
処分
＊1

報第１号
専決処分報告について

（三条市税条例等の一部改正につい
て）

地方税法および国有資産等所在市町村交付金法の一部を改正する法律
が平成24年４月１日から施行されたことに伴う所要の改正
専決処分した日：平成24年３月31日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

報第２号
専決処分報告について

（三条市国民健康保険税条例の一部
改正について）

地方税法および国有資産等所在市町村交付金法の一部を改正する法律
が平成24年４月１日から施行されたことに伴う所要の改正
専決処分した日：平成24年３月31日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

報第３号
専決処分報告について

（平成２４年度三条市国民健康保険
事業特別会計補正予算）

補正額	 ４億８５７万４,０００円
補正後の額	 １０６億５,３８７万４,０００円
専決処分した日：平成24年５月31日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

〔議員発案〕
その
他

議員発案 
第１号 特別委員会の設置について 市議会に「五十嵐川等改修事業調査特別委員会」を設置するもの　定数

１３人　調査内容：五十嵐川・鹿熊川改修等に関する事業の調査・研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

意見
書

議員発案 
第２号

３０人以下学級実現及び義務教育費
国庫負担制度の復元を求める意見書
の提出について

少人数学級の推進および教育の機会均等と教育水準の維持、向上を図る
ように要望する意見書を提出するもの　提出先：内閣総理大臣、内閣官房
長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

〔請　　願〕 ＊2

請願

請願 
第27号

３０人以下学級実現及び義務教育費
国庫負担制度の復元を求める請願

学級規模を３０人以下とし、きめ細やかな対応を行うことおよび義務教育費
国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元し、教育の機会均等と教育水
準の維持、向上を図ることを求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

請願 
第28号

年金額の特例水準解消の名による
2.5％削減に反対する請願 特例水準解消の名による公的年金２．５％削減は行わないことを求めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続審査

請願 
第29号

東日本大震災瓦れき処理に関する安
全確保と情報公開を求める請願

東日本大震災で発生した震災がれきの処理を検討するに当たり、安全確保
と情報の公開を求めるもの × ※

３ × × ○ × × 不 採 択

※１　髙坂登志郎議員、鶴巻俊樹議員は賛成。西川哲司議員、島田伸子議員は反対
※２　退席 
※３　西川哲司議員、島田伸子議員、鶴巻俊樹議員は賛成。髙坂登志郎議員は反対

市
政
を
問
う

今
定
例
会
で
は
、
自
由
ク
ラ
ブ
、
新
し
い
風
、
新
政
ク
ラ
ブ
、
清
流
、

日
本
共
産
党
議
員
団
が
大
綱
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

《用語解説》 ＊1⃝大綱質疑…提出された議案について、詳細な審査を行う委員会に付託する前に、大まかに
質疑を行うもの。

《用語解説》 ＊1⃝専決処分…議会が議決または決定すべき事項を、特定の場合に限り、市長が議会に代わって処理すること。
＊2⃝請願…地方公共団体に対して、損害の救済、公務員の罷免、法律・命令・規則の制定・廃止・改正その他の事項に関しての希

望を、文書で申し出ること。

＊1

■
議
第
６
号
三
条
市
子
ど
も
医
療

費
助
成
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問
県
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
拡

充
に
よ
り
三
条
市
も
こ
れ
に
準
じ
た
改
正

が
行
わ
れ
る
。し
か
し
、子
ど
も
が
３
人
以

上
の
場
合
と
２
人
ま
で
の
場
合
で
９
年
間

助
成
が
受
け
ら
れ
な
い
格
差
が
生
じ
る
。

今
回
の
県
の
制
度
拡
充
に
つ
い
て
ど
う
思

う
か
。県
の
制
度
に
上
乗
せ
を
検
討
し
た
の

か
。答

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。自
治

体
ば
ら
ば
ら
の
施
策
で
は
な
く
本
来
国
が

行
う
べ
き
制
度
。仮
に
３
人
の
制
限
を
外
し

た
場
合
、年
間
約
１
億
３
１
０
０
万
円
の
負

担
増
と
な
り
三
条
市
単
独
で
の
拡
大
は
困

難
。県
が
市
町
村
ご
と
の
置
か
れ
て
い
る
財

政
状
況
を
顧
み
ず
２
年
に
わ
た
り
一律
に
引

き
上
げ
、「
お
ま
え
ら
も
つい
て
こ
い
」と
い
う

の
は
、や
り
方
と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
。

　

県
、国
に
対
し
て
の
要
望
は
、市
長
会
要

望
に
の
せ
る
べ
く
三
条
市
の
方
か
ら
提
案
を

申
し
上
げ
た
。

■
議
第
14
号
三
条
市
ご
み
処
理
施

設
解
体
撤
去
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

問
こ
の
工
事
請
負
契
約
の
金
額
は
予
定

価
格
６
億
２
６
７
６
万
５
０
０
０
円
に
対

し
、落
札
額
は
１
億
７
４
１
９
万
５
０
０
０

円
で
あ
り
、落
札
率
は
27・79
％
で
あ
る
。予

定
価
格
の
３
分
の
１
以
下
で
あ
る
。工
事
は

安
全
な
形
で
行
わ
れ
る
の
か
。

答
工
事
は
万
全
な
対
策
と
聞
い
て
い
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
ア
ス
ベス
ト
の
飛
散
対
策
に

つい
て
も
十
分
で
あ
る
。

問
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
重
金
属
、ア
ス
ベ
ス
ト

な
ど
解
体
に
よ
る
周
辺
地
域
へ
の
配
慮
と

職
員
の
健
康
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
関
連
法
令
に
基
づ
き
対
策
を
講
じ
る
。

安
全
確
保
に
つい
て
万
全
の
体
制
で
臨
む
。

問
三
条
市
長
と
県
知
事
と
の
震
災
が
れ

き
の
見
解
の
相
違
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す

る
の
か
。

答
県
知
事
と
は
事
務
レ
ベル
で
協
議
し
、今

後
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
連
携
す
る
４
市
と

考
え
る
。

問
三
条
市
は
が
れ
き
の
受
け
入
れ
を
直
接

岩
手
県
と
契
約
す
る
の
か
、ご
み
処
理
経
費

の
資
金
の
流
れ
は
ど
う
か
。

答
岩
手
県
と
直
接
契
約
を
結
び
、経
費
は

岩
手
県
か
ら
三
条
市
の
歳
入
に
入
り
、委
託

料
を
ご
み
処
理
運
営
会
社
に
払
う
。ト
ン
当

た
り
１
万
３
３
８
０
円
で
あ
る
。

問
最
終
処
分
場
は
、管
理
等
で
国
の
行
政

指
導
が
あ
っ
た
の
か
。

答
政
令
の
改
正
に
伴
い
、平
成
11
年
に
適

正
化
事
業
を
実
施
し
、健
全
化
さ
れ
た
処

分
場
と
な
っ
た
。

答
放
射
能
対
策
の
セ
シ
ウ
ム
吸
着
ネ
ッ
ト

の
効
果
と
実
績
は
あ
る
の
か
。

答
セ
シ
ウ
ム
吸
着
ネ
ッ
ト
は
、市
の
技
術
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
安
全
性
に
つ
い
て
確
認
い

た
だ
い
て
お
り
、三
条
市
が
初
め
て
使
用
す

る
。■

議
第
16
号
平
成
24
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

問
三
条
市
が
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
る

震
災
が
れ
き
の
焼
却
は
、多
く
の
市
民
が
不

安
を
持
っ
て
い
る
。試
験
焼
却
の
段
階
だ
が

安
全
対
策
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

ま
た
、１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
以
下
と
い
う
基
準
数
値
を
示
し
て
い
る

が
安
全
は
担
保
で
き
る
の
か
。

答
試
験
焼
却
の
数
値
は
す
べ
て
公
表
し
、
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自 由 ク ラ ブ
○久 住 久 俊 下 村 喜 作 佐 藤 和 雄 阿部銀次郎 熊 倉　  均

武 石 栄 二 梶　　   勉 吉田進一郎 森 山　  昭 土 田 俊 人

新 政 ク ラ ブ ○髙坂登志郎 西 川 哲 司 島 田 伸 子 鶴 巻 俊 樹

新 し い 風 ○杉 井　  旬 岡 田 竜 一 藤 田 博 史 名古屋   豊
清 流 ○西 川 重 則 横 山 一 雄 山 田 富 義
日本共産党議員団 ○小 林　  誠 武 藤 元 美
公 明 党 議 員 団 ○野 崎 正 志 笹 川 信 子
無 所 属 佐 藤 宗 司

○：会派の代表者

会 派 所 属 議 員

大 綱 質 疑 定 例 会・議 案 賛 否 一 覧


